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VUCA（ブーカ）とは、
Volatility（変動性）
Uncertainty（不確実性）
Complexity（複雑性）
Ambiguity（曖昧性）
という4つの単語の頭文字をとった言葉
目まぐるしく変転する予測困難な状況を意味する

探究学習の必要性と

VUCA社会

探究の投入により

変化の±を反転させていく



勝山高校探究の特徴

一人一テーマでの探究学習を運用
主体的探究が難しいといわれる中堅層の普通校で、

自己と向き合い「１人１テーマ」を見つけ進んでいく

普通科・探究特進科の併行運用
探究特進科と普通科で時間数は異なるが、

発表やラウンドテーブルの機会など区切りを同一にし相互に影響しあう関係

多様な対話機会の創出
ラウンドテーブル、１on１につながりを総動員して外部を呼込み、

校内外との対話機会を創出、言語化して伝える機会を重視



コーディネーターの立ち回り

地域・業界を超えた連携の推進

カリキュラムづくり、授業提案・実施、指導案 

定量的なアンケートを用いた探究の健康診断データの蓄積

後衛としてのポジショニングで、教員（前衛）の行動量確保



教員n=21             生徒（探究特進科1.2年）n=45

無記名アンケート 

探究CNって何者？

共起ネットワーク：単語の関係性をネットワークにして表現



教員の声 この2年の変化

• 最初、1人1テーマは不安だったが、自分の興味に基づくテーマは
やる気が全く違う。次第に生徒が自責で勝手に進めるようになる。

• 以前の探究の頃に比べ生徒が自分で動くし、よく話すようになった。
学校の外に働きかけていて、CNもそのきっかけを作っている。

• 探究の意義づけを教員が高める必要=教員にもワクワクが必要。
「好き」は大事だがその先を見据えた問いを持たせる事も大事。

• 教員と違うバックグラウンドは生徒にも刺激。
CNの常駐は外部研修に行く負担を抑えたOJTとして機能。

• 個人の状況把握や対話機会・量の確保に個人ノートは有効。
普通科の週1回で進行する探究には更なる策が必要。 

• 探究で個人の成長が垣間見れる。学力以外にも軸が持てるようになり、
一人一人の自身の学びの動機につながっていくことに期待。



隠 れ た 探 究 先 進 校

去 年 の こ の 場 で 掲 げ た 目 標

と し て P R し て い く





２ 属人的でない授業展開ができる仕組みづくりを前倒して実施

　　➡ 探究授業の授業案集を共有、CNの任期満了を意識した業務移管を開始

　　➡ 各教員が独自に授業を考案する文化ができつつある

３ 生徒の探究を介した地域参加機会を創出していく

　　➡ 地域イベントでの発表機会・参加機会

　　➡ 地域の事業者に協力を働き掛ける探究活動

去 年 の こ の 場 で 掲 げ た 目 標


